
秋田県立秋田高等学校　　●学校創立　明治6年（1873年）9月1日
●卒業生総数／39,712人（旧制中学7,080人、新制高校32,632人）　●在籍生徒数／817人（男子479人、女子338人）
●同窓会員数／40,177人　　●物故者／10,667人　　●現会員数／29,274人� ［令和5年4月25日現在］
●ホームページ　�https://akitahs-doso.jp���　●E-mail��aki-doso@cna.ne.jp

6月18日に総会開催
新生若菜会が初の総会開催へ
●あの頃の思い出  「柔道部の思い出」 ◎佐藤�隆夫�氏
交差点 ◎辻　良之�氏

エッセイ�◎田村�泰教�氏

ズームアップ ◎吉野�文�氏、宮崎�良�氏 表紙はドローンで撮影した校舎写真を
水彩画風のタッチに加工したものです。

創立150周年を記念するキャッチフレーズとロゴ

が決まった。
キャッチフレーズは今春卒業した髙橋獅希斗さん

＝秋田市＝の作品。
ロゴは平成12年卒の長川吾一さん＝東京都江東

区＝の作品。今後、150周年のさまざまなイベン

トを彩っていく（詳細は2面）

キャッチフレーズ・ロゴ決まる
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天上天下
TENJO TENGE

　

最
近
の
若
者
は
愛
郷
心
が

強
い
と
、
30
代
前
半
の
母
校

の
後
輩
が
言
う
。
彼
は
、

自
分
の
少
し
下
の
年
代
か

ら
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
が
始

ま
り
、
そ
の
影
響
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
る
そ
う

だ
。
確
か
に
最
近
、
「
秋
田

が
好
き
だ
。
秋
田
に
貢
献

し
た
い
」
と
話
す
若
者
が

多
く
、
わ
れ
わ
れ
の
世
代
と
は
大

違
い
だ
と
驚
い
て
い
る
▼
話
題
の

「
C
h
a
t
G
P
T
」
に
ふ
る
さ
と

教
育
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
初

め
て
こ
の
言
葉
が
使
わ
れ
た
の
は

1
9
8
8
年
の
「
学
校
教
育
の
再
生

に
関
す
る
報
告
書
」
だ
そ
う
だ
。
32

～
3
歳
の
後
輩
が
子
ど
も
の
頃
は
も

う
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ふ

る
さ
と
教
育
も
社
会
の
変
化
に
伴
っ

て
変
遷
し
、
影
響
力
を
増
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
▼
教
育
と
愛
郷
心

の
関
係
に
は
異
論
も
あ
ろ
う
が
、
秋

田
に
住
み
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り

組
も
う
と
す
る
若
者
が
増
え
て
い
る

の
を
感
じ
る
。
い
か
に
も
生
命
力
が

強
そ
う
な
子
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
、

「
末
は
博
士
か
大
臣
か
」
と
い
う
価

値
観
で
育
っ
た
親
の
世
代
に
は
そ
れ

が
分
か
ら
な
い
。
教
師
た
ち
も
、
い

い
大
学
へ
の
合
格
者
を
増
や
す
こ
と

を
優
先
し
が
ち
だ
。
「
秋
田
に
は
何

も
な
い
。
苦
労
す
る
」
と
言
っ
て
止

め
よ
う
と
す
る
▼
し
か
し
、
こ
の
ま

ま
人
口
の
社
会
減
が
続
け
ば
秋
田
は

ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
せ
め
て
そ
う

い
う
若
者
た
ち
の
邪
魔
を
せ
ず
に
見

守
っ
て
ほ
し
い
。

　

秋
田
高
校
は
本
年
度
創
立
1
5
0
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
昨
年
12
月
か

ら
校
内
外
に
広
く
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

と
ロ
ゴ
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
応
募
の
中
か
ら
、
全
校
生
徒
の

投
票
を
も
と
に
、
選
考
委
員
会
と
職
員

会
議
を
経
て
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

こ
の
春
卒
業
し
た
髙
橋
獅し

希き

斗と

さ
ん
＝

秋
田
市
＝
の
「
秋
高
1
5
0
～
伝
統

は
常
に
変
化
と
共
に
あ
り
～
」に
決
定
。

ま
た
ロ
ゴ
は
平
成
12
年
卒
の
長
川
吾
一

さ
ん
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

＝
東
京
都
江
東
区
＝
の
作
品
に
決
ま
り

ま
し
た
。

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
ロ
ゴ
は

1
5
0
周
年
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
イ

ベ
ン
ト
を
彩
っ
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

同
窓
会
の
支
部
で
も
お
使
い
に
な
り
た

い
場
合
は
、
同
窓
会
事
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
ロ
ゴ
決
ま
る

創
立

150
周
年
記
念

秋高150 ～伝統は常に変化と共にあり～
髙橋獅

し
希
き

斗
と

さん（令和5卒）の作品

創立150周年記念事業 
今後の予定

◆令和5年6月１日
硬式野球招待試合　（こまち球場）�
招待校　鳥羽高校、秋田商業高校
　09:00　記念セレモニー
　10:00　第1試合（鳥羽高校）
　13:00　第2試合（秋田商業）

◆令和5年９月1日
創立150周年記念式典（あきた芸術劇場ミルハス）
　12:30～16:30（予定）　�記念式典、シンポジウム、�

記念演奏を予定しています
創立150周年記念祝賀会
　17:30（予定）（秋田キャッスルホテル）

実施済みのもの
プレイベント（校歌制定100年記念）　
太平山登山、雄物川強歩、人文字撮影

ロゴ

キャッチフレーズ

［ カラー ］

長川吾一さん（平成12卒）の作品

［ モノクロ ］
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　創立150周年を次年度に控えた昨年９月30日、150周年プレイベント
が行われた。令和4年度は校歌制定から100年の節目の年であった
ため、校歌の歌詞に登場する太平山・雄物川に関するイベントが企画
された。生徒は各自の希望により、登山・強歩・人文字撮影のいずれ
かに参加した（3年生は人文字撮影）。
　当日は好天に恵まれ、どのイベントも大成功に終わった。各イベン
トの様子をまとめた動画は、同窓会のホームページから視聴可能。

School Topics スクールトピックス　プレイベント

150周年
プレイベント

〜校歌制定100年〜

太平山登山・雄物川強歩・人文字撮影

　山の登り降りは楽とはいえませんでしたが、グループの皆と
励まし合いながらの活動になり、普段あまり話していなかっ
た人とも仲良くなることができました。山頂から見える景色
は本当に美しく、改めて校歌と重ね、思いをはせました。今
回記念行事に参加することができ、幸運だったと実感してい
ます。 （1年）
　すごくすごく楽しかったし、本当に貴重な経験ができまし
た。私たちが山に登るにあたって沢山の方々が協力してくだ
さり、周りの支えがあって秋田高校が成り立っているのだと感
じ、感謝の気持で一杯になりました。同時に、応援してくだ
さっている方々の期待に応えられるよう、秋高生としての自覚
を持ち、着実に努力していかなければならないと感じました。
 （2年）

　雄物川強歩に参加して、最初は本当に18㌔も歩けるのか不
安でしたが、実際に歩いてみると友達と話しながらというの
もあり思っていたより一定のペースで楽しく歩けました。歩い
てみて気づいたのは雄物川の広さで、校歌の歌詞にある「海
にと馳せ行く」の通りだなと思いました。また日光できらき
ら光っているのも綺麗でした。歩いていくと足はやっぱり痛く
なりましたが、海が見えたときはとてもうれしかったし秋田の
自然をたくさん感じられた一日でした。 （1年）
　約18㌔を歩くのは体力的にも精神的にも辛いものがあっ
たが、雄物川が見えてからは景色がとても綺麗でそれをモチ
ベーションにして頑張ることができた。雄物川をあんなに近く
で長い時間見たことはなかったので見ることができてよかっ
た。最終的には歩き切った達成感と雄物川の景色が強く印象
に残り、やってよかったと思うことができた。いい機会だった。
 （2年）

　人文字は小学校の頃一度だけやったことがありましたが当
時小2だったためにあまり記憶はなかったので、高校生になっ
てからはひとりの秋高生として「秋高の歴史を作る」という気
持ちを強く持って参加することができました。このような人
生で多く経験できない行事を大切にしてこれからの高校生活
を過ごしたいです。 （1年）
　創立150周年と校歌制定100年という節目の時にこのよう
なイベントに参加できて特別感を感じた。人数が多く、生徒
主体の学校だからこそできたイベントに参加できてよかった。
今後も秋高生の一員として何事にも頑張っていきたい。  
 （2年）

太平山登山

雄物川強歩

人文字撮影

旭又コース（旭又登山口～御手洗～山頂の往復。高低差約800m）
※山岳部OB会の会員が当日の登山をサポートした

雄和体育館～サイクリングロード～秋田大橋～新屋海浜公園
（行程約18km）

学校グラウンドで実施。ドローンによる撮影

参加生徒　約200人

参加生徒　約200人

参加生徒　約400人

秋田高校同窓会だより VOL.1133



脈
打
つ
歴
史
、母
校
1
5
0
年

　
　
　
節
目
祝
う
記
念
事
業
を
展
開

代表取締役社長

佐藤 裕之（昭和55年卒）

〒010-0917
秋田県秋田市泉中央二丁目２番29号
TEL 018-863-0202
FAX 018-863-0205

冷暖房・空気調和・換気・給排水
衛生設備設の設計・施工

羽後設備株式会社

秋田県大仙市協和境字境113番地
電話：018-892-3001

（昭和55年卒）
奥 田 重 徳

有限会社

奥田酒造店

うまい酒

チ ヨ ミ ド リ

　

母
校
・
秋
田
高
校
は
今
年
9
月
1
日
、
明
治
6
（
1
8
7
3
）
年
の
創
立
か
ら
数
え

て
1
5
0
年
の
節
目
を
迎
え
る
。
学
校
沿
革
に
よ
る
と
、
母
校
の
始
ま
り
は
秋
田
市
東

根
小
屋
町
の
日
新
学
校
内
に
洋
学
科
を
増
設
、
洋
学
校
と
称
し
た
明
治
時
代
の
黎
明
期

に
さ
か
の
ぼ
る
。
以
来
、
秋
田
県
第
一
中
学
校
、
秋
田
県
立
秋
田
中
学
校
等
の
流
れ
を

く
み
、戦
後
の
学
制
改
革
に
伴
う
秋
田
県
立
秋
田
南
高
校
を
経
て
昭
和
28
（
1
9
5
3
）

年
、
校
名
を
現
在
の
秋
田
県
立
秋
田
高
校
に
改
称
し
た
。
県
内
で
は
最
古
の
歴
史
と
伝

統
を
誇
る
。
全
国
に
目
を
向
け
て
も
、
同
じ
明
治
6
年
に
創
立
の
源
流
を
た
ど
る
高

校
は
他
に
延
岡
高
校
（
宮
崎
）、
北
野
高
校
（
大
阪
）
な
ど
わ
ず
か
5
校
し
か
な
い
。

1
5
0
周
年
記
念
事
業
を
展
開
す
る
た
め
部
門
別
に
設
置
さ
れ
た
各
委
員
会
の
準
備
作

業
は
追
い
込
み
段
階
に
入
っ
た
。
主
な
委
員
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

会
員
名
簿
第
42
号
は

完
全
予
約
販
売
で
す

�

名
簿
委
員
会

　

同
窓
会
員
名
簿
第
42
号
を
9

月
1
日
の
発
刊
を
目
指
し
、
年

次
名
簿
委
員
の
協
力
を
得
て
作

業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ご
購

入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
今
号

の
同
窓
会
だ
よ
り
に
同
封
し
た

「
販
売
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
締
め
切
り

は
6
月
30
日
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。完
全
予
約
販
売
で
、

価
格
は
送
料
込
み
5
，5
0
0

円
（
通
常
価
格
6
，6
0
0
円
）。

A
4
版
（
縦
型
）
1
0
0
0
㌻

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
を
付
け
、
文
字
が
大

き
く
見
や
す
い
体
裁
と
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
名
簿
巻
末
に
掲
載
す

る
協
賛
広
告
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同窓会員名簿 第42号（本年9月発行）

完全予約販売制　購入予約受付中
詳しくは同窓会だよりに同封の申込書を参照してください。 名簿委員会
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代表取締役会長

眞 宮　昌

株式会社眞宮技術

（昭和55年卒）

〒010-0951 秋田市山王5丁目11-9
TEL：018－866－3062
FAX：018－863－4223
http://www.tec-mamiya.co.jp/

建設コンサルタント・
補償コンサルタント・測量・GIS

院長

高 橋　康（昭和55年卒）

TEL.018-892-6600
●小児科　●アレルギー科

秋田市仁井田字中新田78

（昭和55年卒）

〒010-0341 男鹿市船越本町1-29
TEL 0185-35-3737
FAX 0185-35-3080
URL http://www.shimizu-dc.net

医療法人　

清水歯科医院
理事長 清水 隆夫 代表取締役社長

猿 田  知 久
　　　　　（昭和55年卒）

〒010-0951 秋田市山王6丁目10番9号
 猿田興業ビル　3階

守る、つくる、支える

記
念
式
典
終
了
後
に

同
窓
会
主
催
で
祝
賀
会
を
開
催

行
事
委
員
会

　

令
和
5
年
9
月
1
日
（
金
）
記
念
式
典
終
了

後
（
17
時
半
）
に
、
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

を
会
場
に
同
窓
会
主
催
で
記
念
祝
賀
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

　

令
和
元
年
以
降
、
総
会
で
の
懇
親
会
は
中
止

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
約
4
年
ぶ
り
の
酒
席
を

伴
う
会
合
の
年
と
な
り
ま
す
。
1
4
0
周
年
の

際
の
4
4
0
人
以
上
の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
学
校
や
当
番
年
次
と
協
議
し
な
が
ら

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
進
行
等
の
検
討
・
準
備
を

具
体
的
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
同
窓
会
事
務
局
ま
で
の
事
前

申
し
込
み
・
会
費
の
事
前
振
り
込
み
と
し
ま

す
。
6
月
中
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
年
次
等
を

通
じ
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　

ま
た
、
広
報
委
員
会
の
協
力
と
同
窓
生
各
位

の
協
賛
広
告
に
よ
り
、
9
月
1
日
付
秋
田
魁
新

報
に
創
立
1
5
0
周
年
特
集
企
画
を
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

同
窓
諸
氏
の

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
集

新
先
蹤
録
委
員
会

　

2
0
0
3
年
の
創
立
1
3
0
周
年
に
刊
行
し

た
「
先せ
ん

蹤し
ょ
う

録ろ
く

」
の
続
編
と
な
る
「
新
先
蹤
録
」

の
編
纂
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
足
跡
を
残
す
38
人
の
同
窓
諸
氏
を
紹
介
す
る

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
集
で
、
3
5
0
ペ
ー
ジ
ほ

ど
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
な
る
予
定
で
す
。
若
い
世
代

の
秋
高
卒
業
生
、
現
役
生
徒
た
ち
の
道
し
る
べ

　

数
多
く
の
方
か
ら
の
新
た
な
情
報
に
基
づ
き

原
稿
作
成
・
編
集
に
努
め
ま
し
た
。
情
報
を
提

供
さ
れ
た
方
々
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。
卒
業

生
の
皆
さ
ま
の
3
年
間
の
思
い
出
が
ど
こ
か
の

ペ
ー
ジ
に
必
ず
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
探
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

「
同
窓
会
だ
よ
り
」
の
臨
時
増
刊
号

を
発
行

広
報
委
員
会

　

母
校
・
秋
田
高
校
の
創
立
1
5
0
周
年
を
祝

い
「
同
窓
会
だ
よ
り
臨
時
増
刊
号
」
を
発
行

し
、
9
月
1
日
の
記
念
式
典
当
日
に
参
加
者
に

配
布
、
さ
ら
に
11
月
発
行
の
定
期
の
「
同
窓
会

だ
よ
り
」
に
同
封
す
る
こ
と
に
し
、
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

財
界
や
学
界
、
文
壇
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
同
窓
生
22
人
に
3
月

初
旬
、
執
筆
依
頼
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
趣
旨
は
「
次
代
を
担
う
在
校
生
や
未
来

の
秋
高
生
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
、
期
待
す
る

こ
と
な
ど
を
、
ご
自
身
の
高
校
時
代
の
思
い
出

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
自
由
に
執
筆
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
内
容
で
す
。

　

早
速
「
大
変
光
栄
に
思
う
。
喜
ん
で
お
受
け

致
し
ま
す
」等
の
返
信
メ
ー
ル
が
届
い
て
お
り
、

中
に
は
5
月
末
と
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
締

め
切
り
を
前
に
、
既
に
原
稿
を
送
っ
て
い
た
だ

い
た
方
も
。
ご
多
忙
な
中
、
た
だ
た
だ
あ
り
が

た
く
、
ひ
た
す
ら
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

　

執
筆
依
頼
を
受
け
取
っ
た
方
々
に
は
、
お
忙

し
い
と
こ
ろ
恐
縮
で
す
が
、
何
卒
当
委
員
会
の

企
画
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

と
も
な
る
記
念
書
籍
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
3
，
5
0
0
部
刊
行
し
、
令
和
5
年
9

月
1
日
の
1
5
0
周
年
記
念
式
典
の
記
念
品
と

す
る
ほ
か
、
関
係
機
関
へ
の
贈
呈
、
書
店
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の一般
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

完
成
間
近
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
原
稿

執
筆
等
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま

に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
1
3
0
周
年
に
刊
行
し
た
先
蹤

録
は
、
秋
田
高
校
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ど
こ
か
の
ペ
ー
ジ
に
3
年
間
の

思
い
出
が

1
5
0
年
史
委
員
会

　
「
1
0
0
年
史
」
以
降
の
50
年
間
に
つ
い
て

力
を
入
れ
て
編
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

目
玉
と
し
て
は
次
の
10
項
目
で
す
。

　

1
．�

福
沢
諭
吉
が
門
下
生
を
教
師
と
し
て

派
遣
（
明
治
編
）

　
2
．�

明
治
26
年
尋
常
中
学
校
入
学
許
可
証

確
認

　
3
．�

甲
子
園
全
国
大
会
決
勝
戦
の
ス
コ
ア（
大

正
編
）

　
4
．
A
．L
．T
の
思
い
出

　
5
．
秋
高
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
紹
介

　
6
．�

今
は
な
い
行
事
（
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、

太
平
山
登
山
、
全
校
マ
ラ
ソ
ン
）

　
7
．�

生
徒
手
帳
に
見
る
授
業
形
態
　
65
分
、

55
分
授
業

　
8
．
着
装
の
自
由
化
の
評
価

　
9
．�

部
活
の
記
録
（
成
績
と
部
誌
の
紹
介
～

「
ば
っ
け
」、「
琢
磨
」、「
南
暁
」
な
ど
）

　
10
．�

木
札
の
謎
、
卒
業
記
念
品
の
変
遷
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2
6
3
人
が
新
た
に
仲
間
入
り

　

令
和
4
年
度
同
窓
会
入
会
式
が
2
月
28
日
、
母

校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
卒
業
生
2
6
3
人
が
新
た

に
会
員
と
な
っ
た
。
毎
年
、
卒
業
式
前
日
に
行
わ

れ
る
入
会
式
。
過
去
2
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
の
た
め
、
県
外
で
国
公
立
大
学
の
前

期
試
験
を
受
験
し
た
生
徒
の
待
機
期
間
を
考
慮

し
、
卒
業
式
を
3
月
3
日
に
行
っ
た
た
め
3
月
2

日
に
実
施
さ
れ
た
が
、
今
年
は
3
年
ぶ
り
に
例
年

通
り
の
日
程
で
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

初
め
に
銭
谷
眞
美
会
長
が
、「
高
校
3
年
間
に

何
か
し
ら
心
に
残
る
経
験
が
あ
っ
た
と
思
う
。
思

い
出
を
大
切
に
、
選
ん
だ
道
を
堂
々
と
歩
ん
で

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
歓
迎
の
辞
を
述
べ
た
。

　

同
窓
生
代
表
と
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
の
は
、

武
藤
工
芸
鋳
物
の
専
務
取
締
役
、
武
藤
元
貴
さ

ん
（
平
成
20
卒
）。
高
校
時
代
か
ら
地
域
の
活
性

化
や
、
竿
燈
祭
り
に
熱
中
、
東
京
農
工
大
学
大

学
院
で
は
稲
作
地
帯
の
副
産
物
で
あ
る
稲
わ
ら

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
活
用
に
つ
い
て
研
究
し
た
。

東
京
で
も
地
域
の
盛
り
上
げ
に
携
わ
ろ
う
と
イ

ベ
ン
ト
会
社
な
ど
で
働
い
た
後
に
帰
郷
。
今
は

鋳
物
の
技
術
で
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
日
々
研

鑽
を
重
ね
て
い
る
。

　

武
藤
さ
ん
は
東
京
で
年
1
回
行
わ
れ
て
い
る

秋
高
同
窓
会
に
出
席

し
た
時
の
こ
と
に
触

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
業

界
の
先
輩
の
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
の

は
貴
重
な
体
験
だ
っ

た
と
述
べ
、「
転
職

の
時
も
、『
ち
ょ
っ

と
働
い
て
み
る
か
』

と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
り
、
た
い
へ
ん
恩
を

受
け
た
」
と
、
同
窓
会
の
人
脈
が
人
生
の
節
目
で

役
立
っ
た
自
身
の
経
験
を
紹
介
し
た
。

　

さ
ら
に
「
先
輩
か
ら
受
け
た
恩
を
先
輩
に
返
そ

う
と
し
て
も
若
輩
者
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
な
ど

限
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
同
窓
会
に
は
毎

年
新
し
い
後
輩
が
入
っ
て
く
る
の
だ
か
ら
、
先
輩

か
ら
受
け
た
恩
は
後
輩
に
送
る
こ
と
に
よ
っ
て
返

そ
う
と
思
っ
た
」
と
述
べ
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と

「
恩
送
り
」
を
し
て
い
こ
う
と
呼
び
掛
け
た
。

　

続
い
て
、
銭
谷
会
長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取
っ

た
新
入
会
員
代
表
の
八
塚
凛
奈
さ
ん
は
、「
こ
の

3
年
間
は
、
常
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻ほ
ん

弄ろ
う

さ
れ

た
日
々
だ
っ
た
」
と
多
く
の
学
校
行
事
が
中
止
さ

れ
、
友
達
付
き
合
い
や
ク
ラ
ブ
活
動
す
ら
ま
ま
な

ら
な
か
っ
た
高
校
生
活
を
振
り
返
り
つ
つ
、「
秋

田
高
校
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、

同
窓
会
員
と
し
て
活
動
に
参
加
し
て
い
き
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
過
去
３
年
の
入
会
式
で
は
歌
う
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
校
友
会
歌
を
、
マ
ス
ク
を
し
た

ま
ま
で
は
あ
っ
た
が
、
応
援
団
O
B
会
紫
紺
の
会

の
リ
ー
ド
で
歌
う
こ
と
が
で
き
た
。
生
徒
や
教
職

員
だ
け
で
な
く
同
窓
会
関
係
者
も
感
激
ひ
と
し
お

で
あ
っ
た
。

八塚凛奈さん

同窓会入会式

銭谷眞美会長

武藤元貴さん

　令和５年度通常総会・講演会並びに4年ぶりとなる懇親会を下記
により開催します。

・日　　時� 令和５年６月18日（日）
・場　　所� 秋田キャッスルホテル
� 秋田市中通１-３-５　電話�018-834-1141
・総　　会� 午後２時～
　　� 議題� 令和４年度�決算・事業報告
　　　　　� � 令和５年度�予算・事業計画
　　　　　� � 創立150周年記念事業ほか
・記念講演� 午後３時30分～
� 演題�『汝、何のためにそこにありや』�
� � 講師　佐々木広人氏（平成２卒）
� � �編集者／㈱キュービック�エディトリアルデスク

GM／専修大学文学部講師／アサヒカメラ元
編集長／AERA�dot.元編集長

� ・YouTubeで生配信予定（同窓会ホームページから視聴可）
・懇　親　会� 午後４時40分～
・会　　費� 6,000円　当日会場でいただきます。
・申　　込� �ご出席の方は、今号の同窓会だよりに同封の出欠は

がきに必要事項を記入の上、63円切手を貼り、６月
８日までに到着するよう同窓会事務局にお送りくださ
い。FAX、Eメールでのお申し込み、同窓会ホームペー
ジの「連絡フォーム・行事連絡（総会出席のお届け）」
もご利用ください。

［同窓会事務局］
F�A�X�018-832-9588　　E-mail�:�aki-doso@cna.ne.jp

〜 初の通常総会のお知らせ 〜
　秋高女子卒業生の会である若菜会は、2020年に新
たなスタートを切りました。創立150周年の今年、コロ
ナ禍のため見送られてきた通常総会を再発足後初めて
開催します。多くの女子卒業生に参加していただけるよ
う同窓会総会の日の午前11時30分から行うことにしま
した。総会後、軽食を取りながら情報交換会を行います。

・日　　時� 令和５年６月18日（日）
� 午前11時30分～
・場　　所� 秋田キャッスルホテル
・会　　費� �２，０００円（当日徴収。資料代、通信費、

軽食代を含みます）
・そ　の　他� 記念写真は希望者のみ　
� 別途１，０００円で申し受けます。（当日徴収）
・申　　込� �この「同窓会だより」に同封している同

窓会総会出欠はがきの若菜会の欄に記入
してお申し込みください。

� �同窓会総会申し込みと同様、FAX、Eメー
ルでの申し込みも受け付けます。

　若菜会は秋高女子卒業生の会です。お誘いあわせの
上、多数ご参加くださいますようお願い申し上げます。
午後からの同窓会総会も皆さまご一緒に、ぜひご参加を!

令和５年度総会 ～ ６月 18 日に開催 ～新生若菜会
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こ
の
3
月
に
は
7
ク
ラ
ス
2
6
3
人
の
3
年

生
が
秋
高
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。就
職
希
望

が
1
人
、そ
の
他
は
進
学
希
望
で
、共
通
テ
ス
ト

は
2
5
7
人
が
受
験
し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
、国

公
立
管
外
大
学
の
合
格
延
べ
人
数
は
1
7
4
人

で
、昨
年
度
よ
り
4
人
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
別
で
は
、東
京
大
学
は
現
役
が
4
人
、

過
卒
が
2
人
で
合
計
6
人（
昨
年
は
現
役
の
み

6
人
、昨
年
度
比
±
0
）で
し
た
。現
役
合
格
者

数
は
東
北
地
区
で
八
戸
高
、仙
台
二
高
に
次
ぎ
、

盛
岡
一
高
と
同
数
の
第
3
位
で
し
た
。東
京
大
学

の
推
薦
は
今
年
2
人
合
格（
医
学
部
医
学
科
1

人・工
学
部
1
人
）で
、東
大
推
薦
入
試
が
始
ま
っ

て
8
年
で
本
校
の
総
合
格
者
数
は
11
人（
通
算

全
国
3
位
）と
な
り
ま
し
た
。秋
田
大
学
の
医
学

部
医
学
科
に
は
現
役
で
9
人（
昨
年
比
−
6
）、

過
卒
で
9
人
、合
計
18
人
が
合
格
し
ま
し
た
。

　

他
の
国
立
大
学
で
は
、現
役
と
過
卒
を
合
わ

せ
て
、北
海
道
大
学
4
人（
−
1
）、一
橋
大
学
1

人（
±
0
）、東
北
大
学
36
人（
−
4
）が
合
格
し

ま
し
た
。東
北
大
に
関
し
て
は
、総
合
格
者
数
は

減
ら
し
た
も
の
の
、A
O
Ⅱ
期
合
格
者
が
10
人

で
、3
年
連
続
二
桁
合
格
者
を
出
し
て
い
る
高
校

は
全
国
で
も
秋
高
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
学
部
医
学
科
に
は
現
役
と
過
卒
延
べ
で
28

人（
−
4
）が
合
格
、そ
の
う
ち
国
公
立
大
学
は

20
人（
−
3
）で
し
た
。内
訳
は
、東
京
大
学
1

人
、秋
田
大
学
18
人
、金
沢
大
学
1
人
で
す
。

　

私
立
大
学
は
現
役
と
過
卒
延
べ
で
1
9
5
人

が
合
格
し
ま
し
た
。最
も
合
格
者
が
多
か
っ
た
の

は
東
京
理
科
大
で
13
人
、次
い
で
早
稲
田
大
学

12
人
で
し
た
。慶
應
義
塾
大
学
は
1
人
で
し
た
。

私
大
の
合
格
者
数
内
訳
は
、現
役
1
2
5
人（
＋

3
）、過
卒
70
人（
−
22
）で
し
た
。こ
こ
数
年
、コ

ロ
ナ
禍
や
共
通
テ
ス
ト
の
難
易
度
の
乱
高
下
が

影
響
し
て
、地
元
志
向
や
安
全
志
向
が
加
速
し

て
お
り
、国
公
立
大
の
出
願
に
お
い
て
、「
前
期
挑

戦
︱
後
期
安
全
」型
の
出
願
が
増
加
し
、私
立

大
学
受
験
者
数
・
浪
人
数
と
も
に
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

3
年
生
全
体
に
対
す
る
合
格
率
は
83
・
5
％

（
昨
年
85・4
％
）で
し
た
。

　

秋
田
高
校
で
は
、高
い
志
で
最
後
ま
で
諦
め
ず

に
努
力
し
続
け
る
生
徒
の
姿
勢
を
支
え
、能
力

と
可
能
性
を
飛
躍
さ
せ
る
環
境
へ
の
進
学
を
勧

め
て
い
ま
す
。今
年
度
も
多
く
の
生
徒
が
こ
の
指

導
の
も
と
大
き
な
頑
張
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。生
徒
の
第
一
志
望
達
成
の
た
め
、生
徒・保
護

者
・
教
職
員
で
、し
っ
か
り
と
目
線
を
合
わ
せ
た

進
路
指
導
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
進
路
指
導
部
）

東
大
6
人
、東
北
大
36
人
、医
学
部
医
学
科
28
人
合
格

今
春
の

進
路
状
況

大学合格状況一覧� 令和5年3月31日現在

国公立管外大
大学名 現役 過卒 計

北 海 道 大 4 0 4
北教大岩見沢校 0 0 0
弘 前 大 2 0 2
岩 手 大 4 0 4
東 北 大 32 4 36
秋 田 大 31 13 44
山 形 大 2 1 3
福 島 大 2 0 2
茨 城 大 3 0 3
筑 波 大 4 1 5
宇 都 宮 大 3 0 3
埼 玉 大 4 1 5
千 葉 大 2 0 2
お茶の水女子大 0 1 1
電気通信大 0 1 1
東 京 大 4 2 6
東京外国語大 1 0 1
東京海洋大 1 0 1
東京学芸大 6 0 6
東 京 芸 大 0 0 0
東京農工大 1 1 2
一 橋 大 0 1 1
横浜国立大 5 0 5
新 潟 大 31 3 34
富 山 大 1 1 2

医学部医学科
大学名 現役 過卒 計

東 京 大 学 1 0 1
秋 田 大 9 9 18
新 潟 大 0 0 0
金 沢 大 1 0 1
福島県立医科大 0 0 0
岩 手 医 大 0 1 1
東北医科薬科大 0 3 3
自治医科大 1 1 2
埼玉医科大 0 1 1
獨協医科大 1 0 1
金 沢 医 大 0 0 0
大阪医薬大 0 0 0
医学部医学科計 13 15 28

大学名 現役 過卒 計
金 沢 大 1 0 1
信 州 大 5 2 7
静 岡 大 3 1 4
名 古 屋 大 0 0 0
名古屋工大 1 0 1
京都工芸繊維大 1 0 1
奈良女子大 1 0 1
島 根 大 1 0 1
九 州 大 学 0 1 1
鹿屋体育大 1 0 1
公立千歳科学技術大 1 0 1
青森県立保健大 0 0 0
岩手県立大 2 0 2
秋田県立大 2 0 2
国際教養大 6 0 6
福島県立医大 0 0 0
群馬県立女子大 0 0 0
高 崎 経 大 4 0 4
前 橋 工 大 0 1 1
東京都立大 2 0 2
新潟県立大 0 0 0
岐 阜 薬 大 0 1 1
防衛医科大学校 0 0 0
国公立管外大計 174 36 210

私立大
大学名 現役 過卒 計

札 幌 大 0 1 1
北海学園大 3 1 4
北海道科学大 2 0 2
岩 手 医 大 2 2 4
仙 台 大 1 0 1
東北学院大 6 0 6
東北医薬大 3 4 7
宮城学院女子大 1 0 1
東北芸術工大 1 0 1
自 治 医 大 1 1 2
獨 協 医 大 1 1 2
獨 協 大 1 0 1
埼 玉 医 大 0 1 1
文 教 大 4 0 4
江 戸 川 大 2 0 2
神田外語大 1 0 1
千 葉 工 大 2 0 2
東京情報大 1 0 1
青山学院大 2 0 2
亜 細 亜 大 2 0 2
桜 美 林 大 1 0 1
大妻女子大 3 0 3
学 習 院 大 0 2 2

大学名 現役 過卒 計
共立女子大 0 2 2
杏 林 大 0 2 2
慶 応 大 1 0 1
工 学 院 大 1 0 1
駒 澤 大 5 0 5
芝 浦 工 大 4 3 7
上 智 大 1 0 1
昭 和 薬 大 0 1 1
成 蹊 大 4 1 5
大東文化大 2 0 2
多 摩 美 大 2 0 2
中 央 大 0 1 1
津 田 塾 大 1 1 2
帝 京 大 1 0 1
東 京 経 大 0 1 1
東京女子大 4 0 4
東京電機大 1 1 2
東 京 農 大 0 1 1
東 京 理 大 3 10 13
東 邦 大 1 0 1
東 洋 大 3 1 4
日 本 大 7 2 9
日本女子大 1 0 1

大学名 現役 過卒 計
法 政 大 7 4 11
武 蔵 大 1 0 1
東京都市大 2 1 3
武蔵野美大 2 0 2
明 治 大 2 1 3
明治学院大 1 0 1
明 治 薬 大 4 0 4
立 教 大 3 4 7
早 稲 田 大 7 5 12
学習院女子大 0 1 1
神 奈 川 大 3 1 4
名 城 大 0 1 1
新潟医療福祉大 2 0 2
山梨学院大 2 0 2
同 志 社 大 5 3 8
立 命 館 大 0 5 5
大阪医薬大 0 1 1
近 畿 大 1 1 2
関西学院大 1 1 2
神 戸 薬 大 0 1 1
私立大学計 125 70 195

※合格はすべて延べ数です

【退職】�
非常勤技師 高 橋 直 人
【転出】� � 転出先
副 校 長 庫山　　徹 横手清陵学院中高　校長

教 　 諭 吉 原 東 吾 秋田中央高校

教 　 諭 鈴 木 修 一 秋田中央高校

教 　 諭 小野　　曜 男鹿工業高校

教 　 諭 米 川　 覚 羽後高校　教頭

教 　 諭 笹 渕 夏 子 由利高校

教 　 諭 高 橋　 大 高校教育課　指導主事

主 　 事 児 玉 拓 海 釈迦内小学校

技 能 主 任 伊 藤　 譲 大曲工業高校

令和5年度教職員人事異動
臨 時 講 師 渡 邉 千 尋 秋田北高校

臨 時 講 師 土 佐 龍 馬 秋田南高校

【昇任】� �
教育専門監 佐々木繁樹 秋田高校　教諭

【転入】� � 転入元
副 校 長 佐 藤 隆 一 秋田西高校　教頭

教 　 諭 鈴 木 和 人 由利高校

教 　 諭 金　 敬 子 秋田南高校

教 　 諭 松 橋 弘 光 秋田中央高校

教 　 諭 藤 原　 淳 御所野学院高校

教 　 諭 千田玲央奈 雄物川高校

教 　 諭 菊 地 達 八 本荘高校

実 習 助 手 露﨑由美子 明徳館高校定時

主 　 任 伊藤瑚津絵 雇用労働政策課　主事

技 能 主 任 宮 本 弘 樹 秋田きらり支援

臨 時 講 師 加 賀 智 大 本荘高校

臨 時 講 師 阿 部 歩 輝 秋田工業高校

非常勤講師 岩 川 克 敏 秋田明徳館高校

臨 時 講 師 佐 賀　 薫 秋田高校

臨 時 講 師 藤 澤 真 樹 秋田高校

非常勤講師 小松けい子 秋田高校

非常勤講師 佐 藤　 武 秋田高校

非常勤講師 中 野　 舞 秋田高校

非常勤技師 豊 島 輝 実

秋田高校同窓会だより VOL.1137



点

交
差

　

昨
年
の
十
一
月
一日
の
秋
田
商
工
会
議
所
臨
時
議
員
総
会

に
お
い
て
、
第
二
〇
代
会
頭
の
職
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　

父
が
長
く
そ
の
職
に
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
三
浦

前
会
頭
の
下
で
二
期
六
年
間
、
副
会
頭
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
激
務
の
度
合
い
、
責
任
の

重
さ
は
、
自
分
な
り
に
は
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
就
任
し
て
半
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
経
験

的
に
も
能
力
的
に
も
自
分
の
未
熟
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
毎

日
が
勉
強
の
連
続
で
、
何
と
か
自
分
を
見
失
わ
ず
に
、
与

え
ら
れ
た
三
年
間
の
任
期
を
全
う
で
き
る
よ
う
に
精
進
し
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
任
期
の
中
で
、三
浦
前
会
頭
が
掲
げ
ら
れ
た「
新

た
な
挑
戦
で
元
気
創
出
」
を
継
承
し
、
今
後
の
秋
田
の
発

展
に
向
け
て
、
次
の
五
点
に
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
一
点
目
は
「
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
組
み
」

で
す
。
ご
存
じ
の
通
り
秋
田
は
今
、
洋
上
風
力
発
電
が
全

国
的
に
注
目
を
集
め
て
お
り
ま
す
が
、
風
力
に
限
ら
ず
、

地
熱
、
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

の
先
進
地
域
と
し
て
の
優
位
性
を
、
地
域
振
興
の
千
載
一遇

の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
関
連
産
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構

築
や
人
材
育
成
、新
規
事
業
への
県
内
企
業
の
参
画
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

二
点
目
は
、「
秋
田
市
中
心
市
街
地
の
活
性
化
」
で
あ
り

ま
す
。「
あ
き
た
芸
術
劇
場
ミ
ルハス
」
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
、
中
心
市
街
地
の
来
訪
者
も
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
芸
術
文
化
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
魅
力
の
向
上
、
集
客
の

促
進
に
繋
が
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

さ
ら
に
千
秋
公
園
の
魅
力
を
掘
り
下
げ
歴
史
観
光
の
核
と

な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
三
に
「
秋
田
港
の
港
湾
機
能
の
強
化
」
で
す
。
秋
田

港
湾
計
画
に
記
さ
れ
て
い
る
岸
壁
等
の
整
備
は
も
と
よ
り
、

秋
田
港
ア
ク
セ
ス
道
路
の
早
期
整
備
、
秋
田
道
秋
田
北
Ⅰ

C
・
秋
田
南
I
C
の
4
車
線
化
整
備
に
つ
い
て
も
、
関
係
機

関
と
の
協
議
を
重
ね
、
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
四
は
、「
環
日
本
海
交
流
の
推
進
」
で
す
。
秋
田
商
工

会
議
所
は
、
過
去
三
代
の
会
頭
が
、
環
日
本
海
の
交
流
に

力
を
入
れ
て
こ
ら
れ
て
お
り
、
日
中
韓
露
の
四
地
域
に
よ
る

経
済
交
流
会
議
の
枠
組
み
が
合
意
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
政

治
的
に
も
現
在
の
国
際
情
勢
で
は
非
常
に
難
し
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
が
、
情
勢
を
よ
く
見
極
め
た
上
で
、
国
際
交
流

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
第
五
は「
中
小
・
小
規
模
事
業
者
への
経
営
支
援
」

で
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
や
経
営
コ
ス
ト
の
上
昇
、
人
件
費
負

担
増
で
苦
し
む
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
対
し
、
国
、
県
、

市
の
新
た
な
る
支
援
策
を
活
用
し
た
経
営
指
導
員
に
よ
る

伴
走
型
支
援
に
加
え
、
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
や
事
業

承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
組
織
を
総
動
員
し
、
再

生
支
援
、
後
継
者
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

秋
田
商
工
会
議
所
は
本
年
創
立
百
十
六
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
こ
の
歴
史
と

伝
統
に
刻
ま
れ
た
先
人
た
ち
の
思
い
を
是
非
、
次
世
代
の
人

た
ち
に
引
き
継
ぐ
役
割
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
今
、

秋
田
は
長
き
に
亘
っ
た
停
滞
か
ら
変
革
へ
の
大
転
換
期
に
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
秋
田
商
工
会
議
所
会
頭
と
し

て
、
将
来
に
希
望
の
持
て
る
秋
田
の
創
造
に
向
け
、
行
動
し

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
同
窓
会

の
皆
さ
ま
に
も
、
今

後
と
も
宜
し
く
ご

指
導
、
ご
鞭べ
ん

撻た
つ
の
程

を
お
願
い
申
し
上
げ

て
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

第
20
代
会
頭
に
就
任
し
て

�

秋
田
商
工
会
議
所
会
頭　

辻　

良
之
（
昭
和
50
卒
）

「秋田商工会議所 2023年新年祝賀会」にて

つじ・よしゆき／1956年秋田市生
まれ。慶應義塾大学法学部卒。
総合商社勤務を経て2004年秋田
いすゞ 自動車 代表取締役社長に
就任。現在、辻󠄀兵商事・辻󠄀不動
産の社長、グループ企業である
富士フイルムBI秋田・コマツ秋田
等の会長の他、複数の地元企業
取締役、県内外の業界団体役員
を兼務する。2022年11月に秋田
商工会議所会頭に就任。現在に
至る。秋田高校同窓会副会長。

Profile
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よしの・あや／1999年秋田市生
まれ。三重大学生物資源学部
卒。2022年 秋田市大森山動
物園～あきぎん オモリンの森～　
動物専門員となる。

みやざき・りょう／1950年秋田市生まれ。
慶應義塾大学中退。会社経営を経て、
花苗と園芸雑貨「花と風の村to・ko・
to・ko」創業。花束のような寄せ植え

「プランツギャザリング」の教室を主宰。
JAPAN plants gathering society 会
員。JPGS本部認定講師としてギャザリ
ング講師の指導にあたり現在に至る。

　目指すのは、動物と人との懸け橋！
　そんな夢を持つようになったのは、中学生時代でした。
幼い頃から生き物が好きで、動物園・水族館巡りが休日の
楽しみでした。生き物に触れ、知っていく中で、好きから
学びたいという思いに変化していきました。
　生物について学ぶ中で環境破壊などの大きな問題の解
決に直接的には関われなくても、大好きな生き物のために
なることがしたい―と思い、たくさんの動物と実際に触れ
合いながら学び続けることができる飼育員の仕事に興味を
持っていきました。そして去年、目標を達成し地元の大森
山動物園で飼育員になることができました。
　私が子供の頃に見ていた飼育員は、動物と語り合って
いるように見えました。それはまさに「動物と人との懸け橋」
でした。
　憧れの職業について1年が経ちますが、飼育員になれた
とは言え「動物と人との懸け橋」への道は険しいと感じて
います。
　毎日の飼育業務は基本中の基本であり、その他に毎日
起こる動物の変化に気付き、素早く、正しい判断をしなけ
れば動物の生き生きとした姿を来園者に見てもらうことはで
きません。判断するためには、勉強と経験から得た知識と
技術が必須です。自分だけではどうしようもないことが多い
中で、知識と経験が豊富な先輩方についていくことに必死
な飼育員1年目を過ごしました。
　飼育員の仕事は動物を飼育するだけではありません。
来園者にいかに楽しんでもらうか、どんな学びを提供する
のか毎日考えて工夫します。動物の目線だけではなく来園
者の目線も持って仕事をする、広い視野がとても大切です。
広い視野は意識しなければ持てないものだと毎日強く感じ
ています。
　1年目の私には足りないものだらけで、うまくいかないこと
もたくさんあります。仕事でうまくいかないとき、ヒントをくれ
るのは高校時代に出会った尊敬できる友人たちです。自
分の将来や受験などいろいろな不安を抱えながらも同じ時
間を楽しく過ごした友人たちは話しているだけで活力をくれ
る存在です。社会人になった今も職業は違えど、悩みを
相談し合い、お互いに励まし合える存在がいることはとても
幸せなことだと改めて感じています。
　飼育員1年目は悩むことも多かったけれど自分に必要なも
のに気付けた1年になりました。2年目以降も支えてくれる人
たちに感謝しながら、貪欲に学んでいこうと思っています。

　還暦目前それまでの会社経営から花屋のおやじへと転
身。秋田では初めてのサンプルガーデンの中で花苗を売
る宿根草専門店としてオープン。全くの露天なのでレジは
手作りの小屋の中で。その業態の物珍しさからマスコミ各
社より数々の取材をいただき、おかげさまで県内外の花好
きさんたちに知っていただけるお店となりました。
　そんな中、園芸雑誌でふと目にした「まるで切り花のフ
ラワーアレンジメント」のごとく植え込まれた寄せ植え画像
に衝撃を受けました。一体これはどの様に植え込まれてい
るのか？誰が考えた技法なのか？興味のるつぼにはまり込ん
だのが8年前。愛知県の青木英郎先生が創案した寄せ
植え技法（通称ギャザリング）と知り、早速ギャザリング
修行の道に入りました。今でこそギャザリングは園芸界に
おいて新しい寄せ植え技法として認知されるまでになりまし
たが、当時はまだ花好きさんの間でも知っている方はまれ
でした。こんな画期的な素晴らしい寄せ植え技法をより多
くの方々に知ってもらいたいとの思いを強くし、講師資格を
取得し7年前北東北初のギャザリング教室を秋田の地で開
校。また園芸イベントでのデモンストレーションやワークショッ
プの開催を通して県内外の花好きさんたちの間で評判とな
り、たくさんの方々からレッスンを受講いただけるようになり
ましたが、よりもっと大勢の方々にギャザリング技法を広め
ていきたいとの思いから先生を育てる本部認定講師の資
格を取得。秋田県内はもとより青森県などの当教室から巣
立った30人近い講師の皆さんと共に、青木式ギャザリング
技法の普及に努めております。
　加齢と共に広いガーデンの管理も難
しくなり、現在は秋高グラウンド後ろの
交差点脇に店舗を移し、寄せ植え＆
ギャザリング専門店として秋高生の登
下校を見守りながら、お花との関りを
続けております。

「動物と人との懸け橋」への道
 　吉野 文（平成30卒）

人生の第4コーナーを 
花と共に駆ける
 　宮崎 良（昭和43卒）
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「
青
春
っ
て
、
す
ご
く
密
な
の
で
」
夏
の

甲
子
園
優
勝
校
の
仙
台
育
英
の
監
督
の
言
葉

に
多
く
の
人
が
感
銘
し
た
と
同
時
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
青
春
時
代
を
振
り
返
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

私
も
今
は
遠
く
な
っ
た
高
校
時
代
を
懐
か

し
く
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
今
回
の
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
の
高
校
時
代
は
柔
道
を
な
く
し
て
は
語

れ
ま
せ
ん
が
、
密
な
時
間
を
過
ご
し
た
の
は

わ
ず
か
1
年
余
り
で
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の

迷
い
や
悔
み
を
秋
田
高
校
と
い
う
学
び
や
が

ゆ
っ
く
り
と
ほ
ど
い
て
く
れ
た
3
年
間
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
昭
和
47
年
4
月
に
秋
高
に
入
学
し
ま

し
た
。
こ
の
年
か
ら
秋
田
高
校
は
服
装
が
自

由
化
さ
れ
、
入
学
式
で
は
、
生
徒
会
長
が
祝

辞
で
、
新
入
生
が
全
員
制
服
だ
っ
た
の
で
と

て
も
残
念
だ
ー
と
言
わ
れ
た
こ
と
、
最
初
の

授
業
が
英
語
で
行
わ
れ
、
全
く
聞
き
取
れ
ず

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
こ
と
な
ど
を
思
い
出
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
は
価
値
観
や
環
境
が
全

く
違
う
世
界
に
き
て
、
精
神
的
に
か
な
り
動

揺
し
て
い
ま
し
た
。

船
木
隆
良
先
生
に
誘
わ
れ
入
部

　

そ
の
よ
う
な
頃
、
眼
光
鋭
い
風
貌
な
が
ら

優
し
く
落
ち
着
い
た
語
り
口
で
柔
道
部
へ
の

見
学
を
誘
う
先
生
が
い
ま
し
た
。
恩
師
で
あ

る
船
木
隆
良
先
生
と
の
初
め
て
の
出
会
い
で

す
。
ほ
ど
な
く
し
て
見
学
に
出
か
け
た
の
で

す
が
、
部
員
は
先
輩
を
含
め
5
人
ほ
ど
、
道

場
の
半
分
は
レ
ス
リ
ン
グ
部
が
使
用
し
て
お

り
ま
し
た
。
先
生
い
わ
く
「
三
週
間
も
す
れ

ば
体
も
慣
れ
楽
に
な
る
か
ら
」
な
ど
と
言
わ

れ
、
さ
し
た
る
深
い
考
え
も
な
く
翌
日
か
ら

練
習
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
文
武
両
道
」

︱
。
当
時
も
現
在
も
か

わ
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
が
、「
秋
高
生
は
将

来
の
そ
れ
ぞ
れ
進
む
道
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る

か
ら
、
柔
道
だ
け
に
時
間
を
取
ら
せ
て
は
い

け
な
い
」「
幅
広
い
視
野
を
持
つ
よ
う
高
校

生
活
を
送
ら
せ
た
い
」

︱
と
い
う
指
導
方

針
の
も
と
、
練
習
は
午
後
5
時
半
こ
ろ
ま
で

の
短
時
間
集
中
型
で
し
た
。
部
の
伝
統
や
先

生
の
考
え
を
理
解
す
る
ま
で
は
し
ば
ら
く
時

間
を
要
し
た
の
で
す
が
、1
年
生
の
私
に
は
、

と
に
か
く
練
習
が
き
つ
い
。
練
習
時
間
が
迫

る
に
つ
れ
気
分
が
め
い
る
毎
日
で
、
3
週
間

耐
え
れ
ば
楽
に
な
る
と
の
言
葉
を
信
じ
て
練

習
に
向
か
う
の
で
す
が
、
楽
に
な
る
ど
こ
ろ

か
腕
立
て
伏
せ
・
腹
筋
の
回
数
は
増
え
て
、

次
々
に
現
れ
る
個
性
あ
る
先
輩
の
指
導
、
対

大久保 敦 也

おおくぼ脳神経
頭痛クリニック

（平成２年卒）

院長

〒０１０‐００４１
秋田市広面字近藤堰越３１‐３

TEL：018-827-7517

OKUBO CLINIC

院長
医師・医学博士
日本乳癌学会 認定乳腺指導医・専門医

稲葉　亨　Toru　Inaba　　（平成2年卒）
〒010-1412秋田県秋田市御所野下堤2丁目1-9
TEL:018-838-1785　FAX:018-838-1782
E-mail：toru@inaba-breast.com
https://inaba-breast.com

■3Dマンモグラフィ
■乳がん検診
■がんCTドック

日本乳癌学会認定施設

理事長　医学博士

湊　元 志（昭和55年卒）

TEL.018-834-5621
秋田市中通５丁目７－34

湊小児科医院
医療法人清心堂

あ
の
頃
の

▶11◀

さとう・たかお／昭和31（1956）年7月
秋田市生まれ。同54（1979）年慶應義
塾大学卒業後秋田銀行に入行。平成
28（2016）年同行を退職。コンサルティ
ング会社を経て令和3（2021）年8月より
「秋田県プロフェッショナル人材戦略
拠点」マネージャー。地元企業へプロ
人材を斡旋し課題解決を支援してい
る。

柔
道
部
の
思
い
出
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卒
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濃
密
」な
時
間
を
過
ご
す
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外
試
合
で
は
強
豪
校
の
選
手
に
全
く
歯
が
立

た
な
い
日
々
が
続
き
ま
す
。
サ
ボ
る
こ
と
、

逃
げ
る
こ
と
だ
け
考
え
て
い
た
の
が
本
当
の

と
こ
ろ
で
す
。

　

授
業
が
終
わ
る
と
道
場
に
直
行
し
て
掃
除

を
行
い
ま
す
。
道
場
の
足
元
に
は
小
窓
が
あ

る
の
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
下
校
す
る
生
徒
が

見
え
る
。
服
装
自
由
化
の
時
代
で
す
か
ら
青

春
を
謳お
う

歌か

し
て
い
る
生
徒
た
ち
を
見
て
、
う

ら
や
ま
し
い
と
感
じ
た
こ
と
は
一
回
や
二
回

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

2
年
生
に
な
り
、
少
し
は
様
に
な
っ
て
き

た
わ
れ
わ
れ
に
、
県
警
の
機
動
隊
が
出
稽
古

に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
秋
高

の
坂
を
機
動
隊
の
バ
ス
が
上
っ
て
く
る
の

は
、
あ
る
意
味
異
様
な
光
景
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
う
わ
れ
わ

れ
は「
今
日
あ
た
り
来
る
か
な
」と
戦
々
恐
々

の
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
秋

田
県
警
機
動
隊
は
全
日
本
選
手
権
に
出
場
す

る
選
手
も
複
数
い
て
、
そ
の
強
さ
た
る
や
全

国
で
も
有
数
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
練
習

が
始
ま
る
と
私
を
含
め
部
員
た
ち
が
、
ひ
ら

ひ
ら
舞
う
が
ご
と
く
投
げ
ら
れ
ま
す
。
今
は

新
し
い
道
場
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
旧
道
場

の
天
井
に
は
私
の
足
跡
が
つ
い
た
く
ら
い
高

く
投
げ
ら
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
夕
方
5
時
半
く
ら
い
で
終
わ
り
ま

す
が
、
練
習
後
の
解
放
感
は
特
別
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
時
間
は
あ
り
ま
す
か
ら
、
社
会

勉
強
（
寄
り
道
）
を
し
な
が
ら
帰
り
ま
す
。

最
初
に
寄
る
の
は
坂
の
下
の
パ
ン
屋
さ
ん
、

軽
く
腹
ご
し
ら
え
を
し
、
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー

ゲ
ー
ム
が
社
会
現
象
に
な
っ
て
い
た
時
期
で

あ
り
、
勉
学
ど
こ
ろ
か
穴
倉
の
よ
う
な
喫
茶

店
に
潜
り
込
み
ま
す
。夜
は
再
び
集
合
し
て
、

時
折
互
い
の
家
に
泊
ま
り
込
ん
で
は
時
間
を

過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。
日
中
は
も
ち
ろ
ん

他
の
運
動
部
員
と
も
ど
も
教
室
で
英
気
を
養

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
わ
れ
わ
れ
を
先
生
も

お
お
ら
か
に
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
3
年
の
春
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
が
、
偶
然
全
日
本
柔
道
選
手
権
の
テ
レ
ビ

中
継
を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
柔
道
は

見
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
場
外
際

で
の
大
外
刈
り
が
決
ま
っ
た
瞬
間
、
す
ご
く

美
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
の
ち
に
こ
の
勝
者

が
秋
高
の
大
先
輩
村
井
正
芳
さ
ん
（
昭
和
36

卒
）
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
す
。
中
・
高
・

大
学
と
柔
道
部
員
と
し
て
過
ご
し
多
く
の
凄

い
試
合
を
見
て
き
ま
し
た
が
美
し
い
と
感
じ

た
の
は
こ
の
試
合
と
全
県
優
勝
を
決
め
た
大

将
北
林
一
成
君
（
昭
和
50
卒
）
の
逆
転
の
大

外
刈
り
だ
け
で
す
。
秋
高
で
は
「
姿
勢
の
よ

い
柔
道
、
正
し
く
組
ん
だ
柔
道
」
を
指
導
し

ま
す
が
、
偶
然
に
も
そ
の
真
髄
を
は
る
か
昔

か
ら
目
に
し
て
い
た
こ
と
は
不
思
議
な
縁
を

感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
柔
道
部
の
活
動
に
戻
り
ま
す
が
下

級
生
に
有
望
な
選
手
も
増
え
、
部
内
に
活
気

も
出
て
き
て
、
新
人
戦
か
ら
は
連
戦
連
勝
、

新
た
に
船
木
賢
咲
先
生
も
赴
任
さ
れ
「
密
」

は
「
濃
密
」
に
な
り
、
つ
い
に
は
11
年
ぶ
り

に
全
県
優
勝
を
果
た
し
ま
す
。

部
員
全
員
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、
福
岡
で
あ
っ
た
の
で

す
が
、
学
校
を
は
じ
め
O
B
の
皆
さ
ん
に
も

協
力
い
た
だ
き
部
員
全
員
で
出
か
け
ま
し

た
。「
等
し
く
視
野
を
広
げ
さ
せ
る
」
と
の

方
針
の
も
と
、
先
生
が
各
方
面
に
頭
を
下
げ

て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
初
め
て
飛
行

機
を
経
験
す
る
1
年
生
が
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た

顔
で
乗
り
こ
ん
で
き
た
こ
と
を
今
で
も
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
彼
は
教
職
に
進
み
、
生
徒
か

ら
信
頼
さ
れ
る
校
長
先
生
と
な
り
ま
し
た
。

　

秋
高
柔
道
部
に
は
部
員
へ
の
愛
情
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
勝
つ
こ
と
だ
け
を
目
的
と
す

る
の
で
は
な
く
、
成
長
を
待
っ
て
あ
げ
る
優

し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
40
年
の
創
部
以

来
、
そ
の
時
々
の
先
生
、
先
輩
が
つ
く
り
あ

げ
て
く
れ
た
伝
統
の
あ
り
が
た
さ
を
、
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
気
づ
い
た
自
分
に
赤
面
す

る
ば
か
り
で
す
。

有限会社  NITコンサルタント

AIとロボティクスで世の中に
必要とされる新ビジネスを創出します

代表取締役  須田　朝広 (平成2年卒)

〒550-0005大阪市西区西本町1-10-3　新松岡ビル7階
TEL：06-6532-3088　　FAX：06-6532-3089
【東京支社】東京都品川区南品川 1-3-2　 TEL：03-3561-5556

https://www.namahage-it.com/

理事長　鎌 田 玄 徳（平成2年卒）

男 鹿 整 形 外 科
介護老人保健施設　たらちね
ショートステイ　たらちね

医療法人 柔 心 会

〒010-0341 男鹿市船越字一向67-180
TEL 0185-22-6660　FAX 0185-22-6659

生徒との練習にも全身全霊を傾ける船木隆良先生

昭和49年全県大会優勝（奈良　博）

秋田高校同窓会だより VOL.11311



♪天上はるかに 
　　太平山について
 太平山三吉神社宮司　田村 泰教（昭和59卒）

◇
太
平
山
登
山

　

昭
和
58
年
秋
、
息
も
絶
え
絶
え
、
苦く

悶も
ん

の
表

情
を
浮
か
べ
る
友
人
を
励
ま
し
な
が
ら
登
っ

た
岩
見
三
内
コ
ー
ス
。
山
頂
ま
で
標
高
差

1
1
0
0
㍍
、
距
離
約
5
㌔
㍍
。
運
動
部
経
験

の
な
い
彼
は
よ
く
登
り
切
っ
た
も
の
だ
と
、
今

つ
く
づ
く
思
う
。

　

昭
和
41
年
か
ら
約
30
年
間
行
わ
れ
た
太
平
山

登
山
は
、
該
当
年
代
の
同
窓
が
世
代
を
超
え
て

共
有
す
る
（
苦
し
い
？
）
思
い
出
の
一
つ
。
私

の
在
校
中
は
、
一
般
的
な
旭
又
（
仁
別
）
口
の

ほ
か
、
前
述
の
岩
見
三
内
と
太
平
野
田
の
三
つ

の
登
山
道
を
使
用
し
隔
年
開
催
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
週
休
2
日
制
導
入
等
の
理
由
で
平
成

6
年
を
最
後
に
中
止
と
な
っ
た
。

◇
28
年
ぶ
り
の
学
校
登
山

　
「
天
上
は
る
か
に
太
平
山
の　

姿
は
け
だ
け

し
三
千
余
尺
～
」。
昨
年
9
月
30
日
、
こ
れ
以

上
な
い
秋
晴
れ
の
も
と
、
創
立
1
5
0
周
年
の

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
実
に
28
年
ぶ
り
の
学

校
登
山
が
実
施
さ
れ
、
1
・
2
年
生
約
2
0
0

人
の
歌
声
が
山
頂
に
木こ
だ
ま霊
し
た
。

　

事
故
が
起
き
れ
ば
学
校
側
が
責
任
を
問
わ
れ

る
時
代
。
ま
し
て
幼
少
の
頃
か
ら
快
適
な
環
境

に
身
を
置
く
現
代
の
高
校
生
が
、
厳
し
い
登
山

に
耐
え
ら
れ
る
気
力
・
体
力
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
か
？
不
安
要
素
も
多
い
中
で
、
開
催
を
決

断
さ
れ
た
柘
植
敏
朗
校
長
先
生
以
下
関
係
者
の

思
い
が
実
っ
た
瞬
間
に
立
ち
会
え
た
の
は
実

に
幸
運
だ
っ
た
。
仲
間
と
共
に
絶
景
を
堪
能

し
、
達
成
感
を
共
有
で
き
た
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
も
、
忘
れ
難
い
青
春
の
貴
重
な
1
ペ
ー
ジ
と

な
っ
た
に
違
い
な
い
。

◇
太
平
山
の
概
要

　

太
平
山
は
標
高
1
1
7
0
㍍
、
秋
田
県
の
ほ

ぼ
中
央
に
そ
び
え
、
秋
田
市
と
北
秋
田
市
の
境

界
に
あ
た
る
。
そ
の
峰
は
前
岳
ま
で
蛇
の
よ
う

に
西
に
延
び
、
旭
川
や
太
平
川
な
ど
の
源
流
と

も
な
っ
て
い
る
。
天
然
の
秋
田
杉
や
ブ
ナ
林
、

御
手
洗
の
湧
き
水
な
ど
手
付
か
ず
の
自
然
が
残

り
、
清
浄
な
気
に
包
ま
れ
る
山
頂
で
は
、
県
内

を
一
望
で
き
る
3
6
0
度
の
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が

る
。
い
に
し
え
よ
り
薬
師
の
峰
、
神
霊
が
宿
る

修
験
の
山
、
ま
た
秋
田
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

親
し
ま
れ
、「
三
百
名
山
」「
新
日
本
百
名
山
」

と
し
て
県
内
外
よ
り
登
山
者
を
迎
え
て
い
る
。

以
前
に
は
元
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
で
実
業
家
の

中
田
英
寿
さ
ん
を
ご
案
内
し
た
こ
と
も
あ
る
。

◇
天
職
い
か
に

　

頂
上
に
は
当
社
の
奥
宮
と
山
小
屋
が
あ
り
、

私
も
夏
季
期
間
中
は
、
合
わ
せ
て
1
カ
月
ほ
ど

山
頂
勤
務
に
就
い
て
い
る
。
発
電
機
が
止
ま
る

夜
は
漆
黒
の
闇
に
恐
れ
を
感
じ
、
夜
空
に
浮
か

び
上
が
る
天
の
川
や
東
の
山
々
か
ら
昇
る
ご
来

光
に
息
を
の
む
こ
と
も
あ
れ
ば
、
小
屋
か
ら
わ

ず
か
10
㍍
の
ト
イ
レ
へ
行
く
こ
と
さ
え
も
危
険

な
暴
風
雨
の
日
も
あ
る
。
人
知
を
超
え
た
自
然

の
営
み
の
中
で
、
わ
れ
わ
れ
は
無
力
で
あ
り
、

人
間
の
存
在
は
小
さ
い
こ
と
を
感
じ
る
日
々
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も
山
小
屋
は
登
山
者

の
道
し
る
べ
と
な
り
、
神
社
は
多
く
の
人
々
の

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

　

登
山
は
、
山
あ
り
谷
あ
り
の
人
生
に
な
ぞ
ら

え
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
困
難
を
乗
り
越
え
た

後
の
充
実
感
や
清
涼
感
は
格
別
。
ま
た
「
最
高

の
有
酸
素
運
動
」
と
し
て
、
中
高
年
を
は
じ
め

そ
の
魅
力
に
目
覚
め
た
若
い
登
山
者
も
増
え
て

い
る
。

　

故
山
の
伝
統
や
歴
史
・
信
仰
を
守
り
、
次
の

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
。
そ
れ
が
祖
父

か
ら
愚
息
ま
で
4
代
に
亘
り
薫
陶
い
た
だ
い
た

母
校
へ
の
、
わ
ず
か
な
恩
返
し
に
も
な
る
か
と

思
っ
て
い
る
。

　

同
窓
の
皆
さ
ん
の
太
平
山
登
山
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
‼

太平山頂上

28年ぶりの太平山学校登山

たむら・やすのり／國學院大學文学
部神道学科卒業後、明治神宮奉
職。先代宮司急逝を受け1998年か
ら現職。秋田高校同窓会監事、太
平山県立自然公園協議会委員ほか、 
秋田高校PTA会長、神道青年全国
協議会副会長、秋田ロータリークラブ
会長等を歴任。
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院　長　安田 師仁
（平成2年卒）

秋田市土崎港中央1丁目17-11
TEL：018-853-7535

（昭和36年卒）

〒 010-0955 
秋田市山王中島町15-18
TEL 018-864-1100

湊　昭 策

（平成2年卒）
湊　貴 至

山王整形外科医院

哀
悼
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

�

敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

㊟
（
昭
20
④
）
は
旧
制
中
学
を
4
年
で
卒
業
、
（
昭
20
⑤
）
は
5
年
で
卒
業
し
た
こ
と
を
表
す

　秋田高校同窓会の運営は、その財源基盤のほとんど
を会員の皆さまの年会費に依存しています。円滑な同窓
会活動を推進するため、令和５年度の年会費納入にご
協力賜りますようお願い申し上げます。同封の払込取扱
用紙でコンビニまたは郵便局で納入くださるようお願いいた
します。経費削減のため、できるだけコンビニを優先し
てご利用ください。（コンビニ納付は8月31日まで）
《ご注意》�郵便局窓口で（ATMでも）現金で支払う場合振込人

に110円の手数料が加算されます。

　納入手続きの煩わしさを解消し、“うっかり忘れ”を防止
するとともに経費節減を図るため口座自動振替をお勧めし
ています。ご希望の方は、今年度の会費納入時に払込
用紙にある金融機関名を選び○○をつけ、必ず郵便局･
ゆうちょ銀行からお振り込みください。
　口座振替の新規募集は年１回ですので、お申込みは
今回の払込取扱票でお願いいたします。
　年会費に関する取り決めは以下のとおりです。
１．年会費は会員1人あたり2,000円とする。
２．�年会費の請求は単年度のみとし、過年度分は請求しない。
３．母校卒業後４年間は年会費の納入を免除する。
� （財政委員会）

令和5年度
年会費納入のお願い

令
和
3
年

1
月
佐
藤　

公
隆
（
昭
31
）

2
月
倉
田　

信
也
（
昭
16
）

７
月
金
親　
　

弘
（
昭
27
）

10
月
高
橋　

良
一
（
昭
29
）

越
中　

信
行
（
昭
23
）

令
和
4
年

2
月
石
崎　

謙
二
（
昭
45
）

５
月
中
村　

五
郎
（
昭
23
）

６
月
帯
谷　

興
一
（
昭
34
）

７
月
京
野
三
千
彦
（
昭
35
）

８
月
奥
山
荘
太
郎
（
昭
41
）

西
山　

祥
雄
（
昭
30
）

畑
澤　

正
明
（
昭
40
）

鎌
田　

利
臣
（
昭
34
）

９
月
湊　
　

士
朗
（
昭
30
）

寺
田　

和
夫
（
昭
41
）

宮
腰
敬
一
郎
（
昭
29
定
）

齋
藤　

三
郎
（
昭
26
）

三
宅　

正
高
（
昭
16
）

10
月
佐
々
木
士
郎
（
昭
27
）

後
藤　

一
志
（
昭
38
）

佐
々
木
純
一
（
昭
31
定
）

長
嶋　

朝
雄
（
昭
26
）

太
田　

秀
雄
（
昭
29
）

松
原　
　

宏
（
昭
21
）

村
山　
　

博
（
昭
32
）

赤
石　
　

譲
（
昭
46
）

黒
澤　

誠
一
（
昭
29
）

工
藤　

幸
夫
（
昭
42
）

鈴
木　

敬
隆
（
昭
32
）

伊
藤　

康
夫
（
昭
35
）

眞
崎　
　

貢
（
昭
28
）

中
川　

鞆
絵
（
昭
32
）

畠
山　

靖
郎
（
昭
40
）

佐
々
木
敏
彦
（
昭
49
）

佐
竹　

義
信
（
昭
28
）

11
月
佐
藤　

俊
誉
（
平
05
）

小
納　

武
行
（
昭
38
）

沢
井　
　

修
（
昭
28
）

池
田　

寛
治
（
昭
38
）

髙
橋　

武
彦
（
昭
26
）

伊
藤　

百
樹
（
昭
36
）

加
藤　

民
夫
（
昭
31
）

鈴
木　

秀
夫
（
昭
20
⑤
）

雛
倉　

直
人
（
昭
29
）

川
村　

尚
史
（
昭
26
）

鹿
角　

慶
介
（
昭
35
）

松
木　
　

運
（
昭
26
夜
）

中
村　
　

孝
（
昭
27
定
）

藤
田　

良
平
（
昭
28
）

近
江　

宏
平
（
昭
25
）

小
林　

忠
雄
（
昭
28
）

小
松　

翼
男
（
昭
37
）

12
月
渡
部　

寛
三
（
昭
31
）

鈴
木　
　

章
（
昭
38
定
）

齋
藤　

倫
一
（
昭
41
）

加
藤　

和
子
（
昭
42
）

金
光　

哲
男
（
昭
36
）

古
関　

英
三
（
昭
33
）

髙
橋　
　

観
（
昭
53
）

小
玉
啓
太
郎
（
昭
26
）

堀
江　

剛
弘
（
昭
23
）

京
野　

良
孝
（
昭
42
）

平
川
秀
三
郎
（
昭
27
）

鈴
木　

房
夫
（
昭
28
）

池
田　

信
夫
（
昭
35
定
）

小
松　

一
夫
（
昭
29
）

令
和
5
年

1
月
柴
田　

文
男
（
昭
27
）

黒
澤　
　

進
（
昭
39
）

池
田　

純
雄
（
昭
29
）

中
山　

英
俊
（
昭
45
）

湊　

浩
太
郎
（
昭
57
）

畠
山　

久
雄
（
昭
40
）

小
西　

悠
一
（
昭
41
）

浪
岡　
　

通
（
昭
30
）

中
川　
　

巖
（
昭
26
）

進
藤　
　

肇
（
昭
27
）

武
藤　

寛
二
（
昭
30
）

髙
橋　

清
治
（
昭
34
定
）

広
島　

芳
雄
（
昭
28
）

萩
野　
　

瑞
（
昭
30
）

相
馬　

髙
胤
（
昭
20
⑤
）

木
場　

銀
勇
（
昭
35
定
）

佐
藤
直
一
郎
（
昭
22
）

2
月
小
笠
原
慶
一
（
昭
28
定
）

太
田　

英
悦
（
昭
28
）

佐
藤　

孝
子
（
昭
34
）

加
藤　

三
朋
（
昭
22
）

佐
藤　

伸
一
（
昭
43
）

佐
藤　

昌
義
（
昭
23
）

足
利　
　

昇
（
昭
28
定
）

縄
田
屋
圭
吾
（
昭
45
）

佐
藤　

公
昭
（
昭
57
）

３
月
蛭
田　
　

聰
（
昭
33
）

佐
藤　

涼
一
（
昭
50
）

佐
々
木
義
之
（
昭
46
）

半
田　
　

巖
（
昭
30
）

鈴
木　
　

衛
（
昭
31
）

森　
　

邦
雄
（
昭
33
）

鈴
木　

侃
市
（
昭
27
）

長
谷
川
定
夫
（
昭
43
）

益
子　

清
孝
（
昭
32
）

吉
成　
　

厚
（
昭
33
）

三
浦　
　

滋
（
昭
38
）

大
堤
与
三
郎
（
昭
20
④
）

◆会費の口座自動振替のお勧め◆

秋田高校同窓会だより VOL.11313



「�つどい」� �
投稿について

❶ 「つどい」欄への投稿は毎回多数にのぼるため、スペースの制約からやむを得ず、原稿を短縮したり次号に回すことが
あります。原稿は概ね400字（原稿用紙1枚）を目途にお願いします。

❷原稿の最後に執筆者名（支部等にあっては卒業年次も）をお忘れなく。
❸投稿いただいた原稿、写真はお返ししません。どうぞご了承ください。〈広報委員会〉

ついどTSUDOI母校の発展と地域貢献を確認
� 秋田市役所羽城会
　ANAクラウンプラザホテル秋田で1月13日、118人が参
加し、秋田市役所羽城会総会を開催しました。同窓会から
中村順子副会長、庫山徹副校長をご来賓に迎えたほか、
顧問の柿﨑武彦副市長（昭和52卒）、特別会員の市議会
議員、監査委員の皆さまなど多数の方にお越しいただきました。
　総会では決算、予算案が承認されたほか、新会長の鈴
木勉氏（昭和57卒）をはじめ各役員が選出されました。総
会に続き懇親会が行われ、柿﨑副市長のご挨拶、庫山副
校長から在校生の進学や部活動等のご報告があり、中村副
会長の乾杯のご発声により、にぎやかな宴が始まりました。
新入会員紹介では、新会員6人の紹介があり、秋高オリジ
ナルのスポーツタオルとOG会である若菜会の便せんセットを
贈呈して入会を歓迎しました。
　最後に、校歌を5番まで流し、岩谷政良市議会議長（昭
和42卒）からご挨拶
をいただき、中締めと
なりました。厳重な感
染症対策のもとで行
われた総会でしたが、
会は大いに盛り上がり
ました。
（事務局・伊藤�雄心
=平成2卒�記）

コロナ終結期待を込めての
賀詞交歓会
� 秋田高校東京同窓会
　1月28日（土）晴れ、コロナ前と同じホテル「アルカディ
ア市ヶ谷」にて3年ぶりに東京同窓会の賀詞交歓会を開催
しました。コロナ第8波も少し収まりつつある時期でした。例
年賀詞交歓会の前には学生との交流会を催していましたが、
コロナの影響やオンラインの普及により、参加希望者が4人
と少なかったためZoomで秋田にいる平成16年卒の須田紘
彬氏と学生を直接結び行いました。ホテルの会場では同じく
平成16年卒木村佐知子さんに「令和5年版�汝�何のために
そこにあり哉」と題してご講演いただきました。第28代校長
鈴木健次郎先生の「汝�何のためにそこにあり哉」を深く調
べられ、本人の秋高時代や今後のこと、そして令和の時代
に活かしていきたい意気込みを熱く語られました。その後会場
を移して、賀詞交歓会が盛大に行われ、久しぶりにお会い
するうれしさと元気な姿に皆、喜び楽しみ、一人一人近況を
話していただき2時間という決められた時間が一瞬に過ぎまし
た。その後二次会・三次会へと繰り出す人が多くいました。�
　� （幹事長・鎌田�進＝昭和47卒�記）

3年ぶりに定時総会
� 汀友会（同窓会土崎支部）
　汀友会（秋田高校同窓会土崎支部　澤田石晶会長＜
昭和46卒＞）の令和4年度定時総会が、昨年11月18日、
秋田市土崎のホテル大和で開催されました。コロナ感染防
止に万全を期し、3年ぶりに総会。秋田県内から29人が参
加しました。
　来賓として、柘植敏朗校長を迎え、母校の近況を中心に、
ごあいさつをいただきました。また、同会副会長でうちやま眼
科医院院長の内山博之さん（昭和53卒）に、「瞼

まぶた
の病気

あれこれ」と題し、健康講話を行っていただきました。
　集い合った会員は、お互いの近況等を語り合いながら、
次世代へしっかりと襷

たすき
を繋いでいけるように約束し合うことが

できました。なお、令和5年度総会については、本年11月中・
下旬に開催する方向で準備を進めていきます。
� （事務長・高山�良一＝昭和53卒�記）

コロナ禍を経て3年ぶりに開催
� 県庁支部
　2月24日、三浦廣巳同窓会副会長、佐藤悦紹同窓会事
務局長、柘植敏朗校長をご来賓に迎え、安田浩幸教育長（昭
和54卒）、神部秀行副知事（昭和56卒）、猿田和三副知事
（昭和57卒）、県議会の杉本俊比古議員（昭和45卒）、鈴
木真実議員（昭和53卒）、北林丈正議員（昭和54卒）の
顧問6人を含む総勢62人が参加し、県庁支部総会・懇親会
を開催した。
　懇親会では神部顧問の挨拶、杉本顧問の乾杯の発声を
皮切りに、三浦副会長、安田顧問、退職者のスピーチのほか、
柘植校長からは創立150周年を記念した動画と併せて高校の
現状についてご紹介いただいた。最後は伊藤徹平さん（平
成16卒）のリードで、マスクを付けて5番まで校歌斉唱を行い、
猿田顧問の三本締めでお開きとなった。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、3年ぶりの開催と
いうこともあり、大いに盛り上がった宴となった。
� （七尾�了俊＝平成13卒�記）
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School Topics スクールトピックス

　

私
は
研
究
を
進
め
る
上
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
テ
ー
マ
決
め
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
壮
大
な
テ
ー
マ
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
私
達
は

生
活
に
身
近
な
黒
板
に
着
目
し
、「
黒
板
の
消
し
方
を
最
適
化
す
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
研
究
で
は
黒
板
の
消
し
方
を

綺
麗
さ
、
速
さ
、
チ
ョ
ー
ク
の
粉
の
飛
ば
な
さ
と
い
う
要
素
で
多
面
的

に
評
価
し
、
黒
板
の
消
し
方
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
ま
し
た
。

　

研
究
を
振
り
返
っ
て
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
知
の
探
究
コ
ン

テ
ス
ト
に
向
け
た
班
員
と
の
意
見
交
換
で
す
。
論
文
の
情
報
か
ら
何
を

取
捨
選
択
し
て
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
る
か
、
何
を
口
頭
で
補
足
す
れ
ば

聞
く
人
に
伝
わ
る
か
な
ど
と
い
っ
た
議
論
を
妥
協
な
く
重
ね
る
こ
と
が

で
き
た
か
ら
こ
そ
、
発
表
を
最
高
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

当
た
り
前
で
す
が
、

こ
の
研
究
は
私
一
人
で

は
絶
対
に
完
成
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
班
員
は
も

ち
ろ
ん
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
く
だ
さ
っ
た
担
任
の

奈
良
先
生
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
生
徒
の
皆
さ
ま
、

発
表
に
質
問
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
に
は
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

我
が
秋
田
県
で
は
、
少
子
高
齢
、
過
疎
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
時
代
や
社
会
の
変

化
と
と
も
に
、
家
族
の
働
き
方
、
家
族
の
あ
り
方
も
多
様
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
私
は
、
地
域
医
療
の
現
状
に
つ
い
て
調
べ
、
人
々
が
そ
れ
ら
を
利
用
し
て
ど
の
よ

う
に
心
豊
か
に
人
生
を
送
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
を
未
来
を
担
う
若
い
世
代
の
仲
間
と

考
察
し
た
い
と
考
え
た
た
め
、
秋
高
１
年
生
や
地
元
住
民
の
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
本

探
究
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
探
究
活
動
に
お
い
て
、
秋
田
県
で
は
予
想
以
上
に
地
域
医
療
に
対
し
て
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
先
進
的
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
と
併
せ
、
今
回
何
か
あ
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な

る
と
感
じ
た
の
が
、
地
域
住
民
同
士
の
繋
が
り
で
す
。
近
所
の
方
が
「
元
気
で
す
か
。」

と
野
菜
を
届
け
に
き
て
く
だ
さ
る
よ
う
な
さ
り
げ
な
い
触
れ
合
い
も
、
少
子
高
齢
、
過

疎
が
進
む
中
に
地
域
住
民
同
士
が
結
び
つ
く
、強
固
な
繋
が
り
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

  

私
は
今
、
生
物
部
で
も
探
究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
と
き
に
困
難
さ
を
伴
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
仲
間
と
課
題
に
向
き
合
い
考
察
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
今
が
、
一
番

充
実
し
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

繋
が
る
と
い
う
こ
と

�

　

２
年　

藤
井 

由
紀
子

研
究
の
楽
し
み
方

�

　

3
年　

佐
藤 

太
陽

知の探究 総合的な探究の時間に行われている「知の探究」の令和４年度
発表会が行われ、各学年の最優秀作品が決まった。

最優秀グループの発表の様子
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サ
ッ
カ
ー
部

　

サ
ッ
カ
ー
部
は
「
全
県
ベ
ス
ト
4
以
上
」
を
目
標
に
短
期
集
中
型
の
練
習

を
心
が
け
て
お
り
、
効
率
良
く
活
動
す
る
こ
と
で
全
員
が
文
武
両
道
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
度
重
な
る
遠
征
の
中
止
や
週
末
の
模
試
続
き
で
、
他
校
に
比

べ
対
外
試
合
の
機
会
も
少
な
く
、
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
分
「
秋
高
だ
か
ら
」
と
思
え
ば
勉
強
に
も
身
が
入
り
ま
す
。

　

昨
年
度
の
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
秋
田
県
大
会
は
、
シ
ー
ド
校
の
秋
田
西

を
下
し
勝
ち
進
ん
で
い
た
も
の
の
、
準
々
決
勝
が
2
年
生
の
修
学
旅
行
と
重

な
る
と
い
う
ま
さ
か
の
事
態
で
、
1
年
生
と
春
に
引
退
し
て
い
た
3
年
生
に

出
場
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
目
標
達
成
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

し
か
し
本
荘
高
校
の
記
念

招
待
試
合
で
勝
利
を
収
め
た

り
、
全
県
新
人
戦
で
秋
田
南

を
破
り
ベ
ス
ト
8
、
前
述
の

通
り
選
手
権
で
も
県
ベ
ス
ト

8
と
い
う
成
績
を
残
せ
た
こ

と
は
う
れ
し
い
成
果
で
し
た
。

　

今
年
も
支
え
や
応
援
を
い

た
だ
い
て
い
る
多
く
の
方
々

へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
最
高

の
仲
間
た
ち
と
悔
い
の
残
ら

な
い
結
果
を
出
せ
る
よ
う

日
々
の
練
習
を
よ
り
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
で
す
。

�

〔
3
年　

正
木　

珀
〕

 

数
学
同
好
会

　

私
達
は
毎
週
水
曜
日
に
数

学
セ
ミ
ナ
ー
室
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
会
員
は
3
年
生
13

人
、
2
年
生
21
人
で
、
文
系

理
系
問
わ
ず
参
加
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
の
1
年
生
が
多

数
加
入
し
て
下
さ
り
、
ひ
っ

そ
り
と
し
て
い
た
同
好
会
が

か
な
り
大
規
模
な
集
団
と
な

り
ま
し
た
。

　

普
段
の
主
な
活
動
は
、
名

前
の
通
り
数
学
の
問
題
を
解

く
と
い
う
こ
と
で
す
。
複
数

人
で
考
え
て
い
る
と
、
1
人

で
参
考
書
を
開
い
て
い
る
だ

け
で
は
得
ら
れ
な
い
よ
う
な

学
び
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
毎
年
1
月
に
開
催

さ
れ
る
数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
本
選
へ
進
む
こ
と
を

目
標
に
励
む
人
も
い
ま
す
。

　

数
学
に
取
り
組
む
と
き
、
受
験
で
必
要
だ
か
ら
…
と
い
う
消
極
的
な
理
由

で
取
り
組
ん
で
き
た
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
ま
に
は
入
試

問
題
と
い
う
箱
庭
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
楽
し
む
と
い
う
意
識
を
も
つ
と
い
い

と
思
い
ま
す
。
秋
高
祭
で
は
数
学
に
触
れ
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

も
の
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
〝
数
楽
〟
し
た
い
と
思
っ
た
方
、
一

歩
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

�

〔
3
年　

本
郷 

璃
生
〕

　

今
年
は
2
7
5
人
の
新
入
生

を
歓
迎
す
る
か
の
よ
う
に
、
入

学
式
の
4
月
6
日
に
う
ぐ
い
す

坂
の
桜
が
開
花
、
数
日
後
に
は

満
開
に
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

で
き
な
か
っ
た
部
活
勧
誘
の
元

気
な
声
や
、
学
食
帰
り
の
談
笑

が
同
窓
会
館
に
も
聞
こ
え
て
い

た
。「
文
武
両
道
」
充
実
し
た
高

校
生
活
を
願
っ
て
い
る
。

　

同
窓
会
で
は
、
卒
業
10
周
年

な
ど
若
い
年
次
の
同
期
会
開
催

を
支
援
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
で

延
期
し
て
い
た
同
期
会
を
計
画

し
て
い
る
年
次
も
同
窓
会
事
務

局
に
ご
相
談
を
。
通
信
費
や
幹

事
会
へ
の
補
助
、
先
輩
年
次
の

開
催
ノ
ウ
ハ
ウ
も
伝
授
し
て
い

る
。�

（
悦
）

文
武
両
道

事
務
局
通
信

　

3
年
の
任
期
を
終
え
、
広
報

委
員
長
の
任
務
を
解
い
て
い
た

だ
い
た
。
任
期
が
ス
タ
ー
ト
し

た
2
0
2
2
年
春
は
、
突
如
現

れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
拡
大
。
母
校
も
3
月
は

一
斉
休
校
。
校
舎
は
閑
散
と
し

て
い
た
。
そ
ん
な
コ
ロ
ナ
も
感

染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
5
類

に
移
行
し
特
別
な
対
応
は
終
了

し
た
。
秋
田
高
校
は
今
年
、
創

立
1
5
0
周
年
を
迎
え
る
。
母
校

も
同
窓
会
の
活
動
も
一
段
と
輝

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。�

（
菅
）

本荘高校招待試合にて

〝
数
楽
〟の
ス
ス
メ

秋高
NOWナウ

編
集
後
記

しがない数学徒達


